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　　 平成30年9月定例会 平成30年9月11日〜20日

　　

石松代表監査委員の監査報告

第２回臨時会の様子

第3回定例会の様子

平成30年第2回臨時会 平成30年8月7日

　9月11日から20日にかけて平成30年9月定例会が開催され、平成29年度一般会計並び
に特別会計の決算が認定されました。
　決算審査では、石松代表監査委員の決算審査報告も行われました。補正予算では6月・7
月の豪雨災害による災害復旧工事費など3億8千1百万円の追加補正が可決されました。
　そのほか、荒倉地区林地荒廃防止施設等災害復旧治山工事の締結、薬味野菜の里小国及
び循環型農業堆肥舎の設置及び運営に関する条例の制定、水道事業給水条例の一部改正、
後期高齢者医療広域組合規約の一部変更、一般会計補正、国保特別会計補正、介護保険特
別会計補正などが可決されました。

　8月7日（火）午前10時から小国町隣保館で
臨時議会が開催され、中学校バドミントン競技
九州大会出場補助金等の専決補正予算と、自
治体ＳＤＧｓ関連予算を含む一般会計補正予算

（第3号）、町営住宅関田団地の外壁・屋根改
修工事の公共工事請負契約締結についての議
案が全会一致で承認・可決されました。

工　　　事　　　名 落札業者 落札金額

町営住宅関田団地外壁・屋根改修（建築主体）工事 株式会社 橋本建設 8,370万円

　　議会議員の定数を定める条例を改正！
　議員からの発議として「議会議員の定数を定める条例の一部改正」が上程され、賛成
多数で可決され、現在の議員定数12名が、次回（来年）の選挙から10名に改正される
こととなりました。
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議案番号 事件名
採決
結果

穴
井　

帝
史

大
塚　

英
博

北
里　

勝
義

髙
村　

祝
次

児
玉　

智
博

時
松　

唯
一

穴
見
ま
ち
子

松
﨑　

俊
一

熊
谷　

博
行

時
松　

昭
弘

松
本　

明
雄

第
２
回

臨
時
会

承認第３号 専決第４号　平成30年度小国町一般会計補正
予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号 平成30年度小国町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第34号 公共工事請負契約の締結「町営住宅関田団地
　外壁・屋根改修（建築主体）工事」 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９
月
定
例
会（
９
月
11
日
～
20
日
）

議案第35号 公共工事請負変更契約の締結「荒倉地区林地
荒廃防止施設等災害復旧治山工事」 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第36号
小国町薬味野菜の里小国の設置及び管理に関
する条例の制定
…薬味野菜の里小国の設置及び運営に必要な事項の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号
小国町循環型農業堆肥舎の設置及び管理に関
する条例の制定
…循環型農業堆肥舎の設置及び運営に必要な事項の制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号 小国町水道事業給水条例の一部改正
…手数料区分や給水装置の切断時の判断基準を明確化

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 小国町簡易水道事業給水条例の一部改正
…手数料区分や給水装置の切断時の判断基準を明確化

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号

熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更
…広域連合の議会組織や選挙方法に関する規約改正

可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○【反対討論】 ①議員選出の方法が住民の意見を反映するもの
となっていない。②規約変更案について一度も議
論されていない。 （児玉議員）

議案第41号 平成30年度小国町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 平成30年度小国町国民健康保険特別会計補
正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第43号 平成30年度小国町介護保険特別会計補正予
算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１号
平成29年度小国町一般会計歳入歳出決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○【反対討論】 ①予算の使い方に無駄がある。②入札の在り方に問
題がある。 （児玉議員）

認定第２号

平成29年度小国町国民健康保険特別会計歳入
歳出決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
【反対討論】 高い保険税・保険料が住民の負担となっている。

 （児玉議員）

認定第３号

平成29年度小国町介護保険特別会計歳入歳
出決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
【反対討論】高い保険税・保険料が住民の負担となっている。 

（児玉議員）

認定第４号

平成29年度小国町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定

認定 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
【反対討論】高い保険税・保険料が住民の負担となっている。

（児玉議員）

認定第５号 平成29年度小国町地方改善施設住宅新築資
金等貸付金特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

採決結果一覧表 （条例などの名称は一部短縮して記載しています。）
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議案番号 事件名
採決
結果

穴
井　

帝
史

大
塚　

英
博

北
里　

勝
義

髙
村　

祝
次

児
玉　

智
博

時
松　

唯
一

穴
見
ま
ち
子

松
﨑　

俊
一

熊
谷　

博
行

時
松　

昭
弘

松
本　

明
雄

９
月
定
例
会（
９
月
11
日
～
20
日
）

認定第６号
平成29年度小国町坂本善三美術館特別会計
歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

【反対討論】文化の在り方に問題がある。 （時松唯一議員）

認定第７号 平成29年度小国町簡易水道特別会計歳入歳出
決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第８号 平成29年度小国町農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第９号 平成29年度小国町水道事業会計利益の処分
及び決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第３号

議会議員の定数を定める条例の一部改正

可決 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
【反対討論】 定数変更は議会の根幹に関わるものであるが、ほ

とんど議論されていない。 （児玉議員）
【賛成討論】 ①県内の人口状況や財政状況、住民の意見からも

削減すべきである。②定数改正の時期もできるだ
け早いほうが良い。 （松﨑議員）

町政を問う【一般質問】

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
急
げ

児
玉
　
智
博

問
今
夏
は
南
小
国
の
観
測
点
で
７
月

１
日
か
ら
８
月
31
日
の
53
日
間
で
、

30
度
以
上
の
真
夏
日
を
観
測
し
な

か
っ
た
の
は
５
日
だ
け
だ
っ
た
。教
育

長
は
６
月
議
会
の
答
弁
で「
文
科
省

か
ら
温
度
だ
け
で
な
く
、相
対
温
度

や
空
中
浮
遊
粉
塵
等
に
も
考
慮
す
る

よ
う
通
知
が
来
て
お
り
、小
国
町
で

も
こ
れ
に
基
づ
い
た
教
室
内
の
調
査

を
行
い
、設
置
を
検
討
す
る
」旨
の
答

弁
だ
っ
た
。調
査
結
果
は
ど
う
だ
っ

た
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】６
月
下
旬

か
ら
９
月
の
延
べ
26
日
間
、小
中
学

校
の
各
階
の
温
度
と
湿
度
を
測
定
し

た
。30
度
を
超
す
日
が
殆
ど
で
、湿
度

は
雨
天
時
に
80
％
を
超
す
日
が
あ
っ

た
が
、そ
れ
以
外
は
70
％
程
度
で
推

移
し
た
。

問
そ
の
調
査
結
果
を
受
け
、普
通
教
室

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
ど
う
す
る
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】学
校
安
全

基
準
の
望
ま
し
い
室
温
が
28
度
に
見

直
さ
れ
た
。県
下
で
も
球
磨
や
熊
本

市
周
辺
は
整
備
が
進
ん
で
い
る
。熊
本

市
は
来
年
あ
た
り
に
は
整
備
が
終
わ

る
事
か
ら
も
検
討
の
時
期
と
思
う
。

　

小
学
校
14
室
、中
学
校
８
室
全
部

に
整
備
す
る
と
６
～
７
千
万
円
位
費

用
が
見
込
ま
れ
る
。財
政
と
相
談
し

な
が
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
東
京
の
あ
る
市
長
は「
勉
強
に
集

中
出
来
れ
ば
成
績
が
上
が
り
、い
い
学

校
へ
進
学
で
き
、い
い
仕
事
に
就
け
る

確
率
が
上
が
る
。そ
れ
は
給
料
が
良

く
、税
金
を
た
く
さ
ん
納
め
て
く
れ

る
確
率
を
上
げ
る
事
に
な
る
か
ら
、エ

ア
コ
ン
設
置
は
社
会
の
た
め
」と
全
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
決
断
し
た
。

教
育
委
員
会
も
こ
の
立
場
で
１
日
も

早
く
全
教
室
へ
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

採決結果一覧表 （条例などの名称は一部短縮して記載しています。）
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町政を問う【一般質問】

各
種
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

「
一
人
ひ
と
り
が
輝
い
て
暮
ら
す
ま

ち
」に
向
け
て
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
町
に
は
そ
れ
ぞ
れ
計
画
が
あ
る

が
、計
画
に
携
わ
る
職
員
が
計
画
や

そ
れ
に
関
連
す
る
法
や
条
例
を
し
っ

か
り
理
解
し
、進
め
て
い
く
こ
と
が
推

進
力
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
う
が
、町

長
の
計
画
推
進
に
つ
い
て
考
え
は
。

【
町
長
】町
に
は
あ
ら
ゆ
る
計
画
が
あ

る
が
、そ
の
計
画
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
か
、推
進
体
制
を
把
握
し
、町
民
や

関
係
団
体
等
と
い
っ
し
ょ
に
取
り
組
み

た
い
。

問
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
質
問
す

る
。利
用
可
能
範
囲
が
宮
原
地
区
の

一
部
と
路
線
バ
ス
運
行
近
隣
以
外
の

地
区
全
住
民
に
な
っ
て
い
る
が
、数

メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
た
だ
け
で
利
用

で
き
な
い
地
区
が
発
生
し
て
い
る
。

宮
原
地
区
で
も
手
足
の
不
自
由
な
方

達
は
、ど
ん
な
に
近
く
て
も
車
を
利

用
で
き
な
け
れ
ば
、タ
ク
シ
ー
利
用

と
な
る
。公
平
性
に
欠
け
る
部
分
が

発
生
し
て
い
る
よ
う
だ
が
今
後
の
考

え
を
問
う
。

【
町
長
】こ
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
制
度
を

始
め
て
数
年
経
つ
が
、財
政
的
に
も
一

定
の
金
額
が
か
か
っ
て
お
り
、評
価
も

頂
い
て
い
る
部
分
で
も
あ
る
。今
後
は

小
国
中
心
の
宮
原
を
周
遊
す
る
よ
う

な
方
策
が
出
来
な
い
か
執
行
部
内
部

で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
次
に
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
の
質
問

だ
が
、６
月
に
行
わ
れ
た
西
里
・
北
里

地
区
を
３
箇
所
に
分
け
て
住
民
座

談
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、私
も
一
箇

所
に
参
加
し
た
。現
実
的
な
意
見
も

多
々
あ
っ
た
。し
か
し
、行
政
か
ら
の

答
え
が
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

あ
れ
か
ら
数
ヶ
月
経
っ
た
が
今
後
の

考
え
方
を
問
う
。

【
政
策
課
長
】こ
の
バ
ス
路
線
に
お
い
て

は
、観
光
地
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
部

分
も
あ
る
の
で
、慎
重
に
住
民
と
回

数
を
重
ね
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
。

問
こ
こ
数
年
災
害
が
日
本
全
国
で
発

生
し
て
い
る
。我
が
町
か
ら
も
８
月

中
旬
か
ら
下
旬
ま
で
被
災
地
へ
職
員

を
派
遣
し
、罹
災
証
明
書
発
行
業
務

等
を
行
っ
た
と
思
う
が
、今
後
は
現

場
へ
派
遣
も
あ
る
と
思
う
。そ
の
際
、

職
員
の
な
か
に
被
災
地
危
険
度
判
定

士
等
の
講
習
を
受
講
し
、登
録
さ
れ

た
職
員
は
何
名
か
。ま
た
、今
後
の
考

え
を
問
う
。

【
総
務
課
長
】現
在
１
名
の
職
員
が
受

講
し
登
録
済
で
あ
り
、今
後
、１
名
を

近
日
中
に
受
講
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

大
変
重
要
な
仕
事
と
認
識
し
て
い
る
。

路
線
バ
ス・
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

今
後

熊
谷
　
博
行

男女共同参画社会づくり計画・
高齢者福祉計画

問
誰
も
が
活
躍
で
き
る
一
億
総
活
躍

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、働
き
方
改

革
と
併
せ
て
高
齢
者
の
就
労
促
進
、

子
育
て
環
境
の
整
備
、介
護
の
環
境

の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。町
が

取
組
ん
で
い
る
２
つ
の
計
画
も
、国
の

取
組
み
に
呼
応
し
た
大
事
な
計
画
と

思
っ
て
い
る
。計
画
の
推
進
体
制
や

取
組
み
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

【
福
祉
課
長
】第
７
期
小
国
町
高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
概

要
版
を
作
成
し
て
町
民
周
知
に
努
め

て
い
る
。推
進
体
制
に
つ
い
て
は
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
社

会
福
祉
協
議
会
、小
国
郷
医
療
福
祉

安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
民
間
の
介
護

保
険
施
設
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

推
進
し
て
い
き
た
い
。

【
住
民
課
長
】第
２
次
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
は
、第
１

次
計
画
で
行
っ
た
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
意
識
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

継
続
し
て
広
報
・
啓
発
活
動
、研
修
会

等
を
進
め
て
い
き
た
い
。ま
た
推
進
体

制
に
つ
い
て
は
、推
進
懇
話
会
や
庁
内

推
進
会
議
を
中
心
に
、住
民
、企
業
、

第
７
期
小
国
町
高
齢
者
福
祉
計
画
並
び
に
第
２
次
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

北
里
　
勝
義
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町政を問う【一般質問】

問
観
光
協
会
は
、設
立
準
備
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、今
ま
で
６
回
の
会
議
が
開
か
れ

て
い
る
。そ
の
内
容
と
進
捗
状
況
、ま
た
、

４
月
に
間
に
合
う
の
か
問
う
。

【
情
報
課
長
】委
員
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
、

ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
、杖
立
温

泉
観
光
協
会
、杖
立
温
泉
旅
館
組
合
、わ

い
た
温
泉
組
合
の
計
12
名
で
構
成
さ
れ
、

事
務
局
は
情
報
課
が
担
当
し
て
い
る
。従

来
の
捉
え
方
を
大
き
く
見
直
し
独
自
ス
タ

イ
ル
と
し
て
地
域
総
合
商
社
の
機
能
を
持

た
せ
、観
光
と
農
業
・
商
工
業
と
の
連
携

を
図
り
小
国
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
浮
揚
を

目
指
す
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。ま
た
、来

年
４
月
の
立
ち
上
げ
は
大
丈
夫
と
思
う
。

問
今
年
度
予
算
で
観
光
情
報
発
信
業
務
委

託
料
５
０
０
万
円
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、来

年
４
月
の
立
ち
上
げ
で
あ
れ
ば
、今
年
度
は

何
に
使
う
の
か
。

【
情
報
課
長
】主
に
事
務
局
費
だ
が
、準
備

委
員
会
で
も
議
論
に
な
っ
て
お
り
、採
用

も
未
定
で
町
の
観
光
情
報
発
信
に
効
果
の

あ
る
事
業
、ま
た
、必
要
と
判
断
さ
れ
た

も
の
に
対
し
実
施
し
た
い
。

問
宿
泊
客
や
日
帰
り
客
の
減
少
に
お
い

て
、通
過
型
に
な
っ
て
は
町
に
落
ち
る
お

金
も
少
な
く
な
る
。滞
在
型
も
し
く
は
宿

泊
増
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
も
、小
国
は
小
規
模
の

宿
泊
所
が
多
い
の
で
、大
型
バ
ス
で
来
町

さ
れ
る
方
以
外
の
家
族
型
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

【
情
報
課
長
】来
年
度
は
、熊
本
に
お
い
て
も

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。関
係

者
と
話
し
合
い
知
恵
を
出
し
て
い
き
た
い
。

問
鍋
ヶ
滝
に
つ
い
て
、４
月
か
ら
の
値
上
げ

に
伴
い
、入
場
者
は
減
少
し
て
い
な
い
か
。

【
情
報
課
長
】４
月
か
ら
８
月
末
ま
で
の

５
ヶ
月
間
で
12
万
９
千
人
と
な
っ
て
お
り
、

８
月
に
お
い
て
は
４
万
８
千
人
を
超
え
、

過
去
最
高
来
客
数
と
な
り
、５
ヶ
月
間
で

３
千
７
０
０
万
円
の
売
り
上
げ
が
あ
っ
た
。

問
鍋
ヶ
滝
バ
イ
パ
ス
の
早
期
着
工
は
で
き

な
い
か
。一
番
問
題
な
の
は
、沿
線
住
民
の

方
々
の
不
便
さ
だ
と
思
う
の
で
、是
非
と

も
お
願
い
し
た
い
。

【
町
長
】今
年
度
も
予
算
組
み
を
し
、基
本
計

画
・
実
施
計
画
を
行
っ
た
が
、用
地
買
収
等

い
ろ
ん
な
作
業
が
発
生
し
て
く
る
。地
元
住

民
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
で
、で
き
る

だ
け
早
く
と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、他
の
事

業
も
多
々
あ
る
の
で
順
次
や
っ
て
い
く
。

観
光
全
般
に
つ
い
て穴

井
　
帝
史

地
籍
調
査
の
筆
界
未
定
地

解
消
に
向
け
て

大
塚
　
英
博

問
地
籍
調
査
で
境
界
が
決
ま
ら
な
い

筆
界
未
定
地
の
解
消
に
向
け
て
の
対

策
を
問
う
。

【
税
務
課
長
】事
前
説
明
会
の
時
に
、

筆
界
未
定
地
が
後
々
ま
で
面
倒
で
あ

る
こ
と
を
十
分
に
説
明
し
て
、地
権

者
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
住
宅
用
地
の
固
定
資
産
税
の
特
例

に
つ
い
て
問
う
。

【
税
務
課
長
】住
宅
が
無
く
な
れ
ば
、

六
分
の
一
の
特
例
措
置
が
無
く
な
る
。

災
害
に
も
二
年
間
の
特
例
措
置
が
受

け
ら
れ
る
。

問
道
路
沿
線
の
雑
木
伐
採
に
つ
い
て

問
う
。

【
建
設
課
長
】本
来
は
地
権
者
に
お
願

い
す
る
の
が
筋
だ
が
、ど
う
し
て
も
で

き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、予
算
の

範
囲
内
で
対
処
し
て
い
る
。国
・
県
道

に
つ
い
て
は
、県
に
要
望
し
て
対
応
を

お
願
い
し
て
い
る
。

問
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
が
進
む

農
業
に
つ
い
て
、増
大
が
予
想
さ
れ

る
耕
作
放
棄
地
の
対
策
に
つ
い
て
問

う
。

【
町
長
】農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に

お
い
て
、農
地
に
復
元
で
き
な
い
農
地

に
お
い
て
は
山
林
や
他
の
目
的
へ
の

転
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

問
土
地
の
所
有
者
に
沿
っ
た
、農
用

地
、農
振
地
の
思
い
切
っ
た
農
地
転

用
を
図
っ
て
は
ど
う
か
問
う
。

【
町
長
】法
律
に
基
づ
き
な
が
ら
町
民

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
く
し
か
な
い
の

で
、御
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

道路沿線の雑木等
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町政を問う【一般質問】

て
い
る
。

問
地
方
公
務
員
法
の
中
に
あ
る
秘
密

を
守
る
義
務
、そ
の
教
育
は
に
つ
い

て
問
う
。

【
町
長
】守
秘
義
務
と
し
て
地
方
公
務

員
法
の
中
に
も
し
っ
か
り
と
し
た
決

ま
り
ご
と
が
あ
る
。正
職
員
だ
け
で

な
く
臨
時
・
非
常
勤
職
員
共
々
、指
導

し
て
い
る
。

【
総
務
課
長
】地
方
公
務
員
法
第
34
条

「
職
員
は
、職
務
上
知
り
得
た
秘
密

を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。」と
謳
っ
て

い
る
。こ
の
場
合
の
秘
密
と
は
、一
般
的

に
知
ら
れ
て
い
な
い
事
実
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
一
般
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
一
定

の
利
害
の
侵
害
と
な
る
と
客
観
的
に

考
え
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
小

国
町
管
外
業
者
に
委
託
す
る
前
に
、

自
分
た
ち
で
考
え
て
み
る
こ
と
は
し

な
い
の
か
を
問
う
。

【
政
策
課
長
】プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
全
国

的
に
公
募
し
進
め
て
い
く
所
存
。各
課

連
携
を
と
り
な
が
ら
目
標
に
向
け
て

頑
張
り
た
い
。

【
町
長
】プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
決
定
後
の
取

り
ま
と
め
役
を
委
託
事
業
体
と
し
、ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
し
っ
か

り
し
た
計
画
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問
小
国
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ
の
中
に

あ
る
土
砂
災
害
特
定
区
域
で
あ
る
蔵

園
川
の
上
流
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
作

り
、そ
の
調
整
池
か
ら
水
を
排
出
す
る

こ
と
に
つ
い
て
の
危
険
性
を
、別
所
、

長
筬
、蔵
園
だ
け
で
な
く
、町
全
体
の

問
題
と
し
て
住
民
、町
全
体
に
広
報

す
る
考
え
は
な
い
の
か
を
問
う
。

【
政
策
課
長
】上
田
合
志
地
区
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
に
お
い
て
事
業
主
の
ほ
う
で

説
明
会（
全
体
、２
部
も
し
く
は
水
利

権
者
、３
部
、上
田
協
議
会
）を
幾
度

と
な
く
開
い
て
い
る
。協
議
会
か
ら
工

事
中
の
落
水
の
注
意
喚
起
及
び
不
測

問
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
と
路
線
バ
ス

を
含
め
た
抜
本
的
な
改
革
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

【
町
長
】地
域
交
通
の
問
題
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
た
め
、今
後
も
継
続
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問
保
育
園
の
今
後
の
方
向
性
と
し

て
、宮
原
保
育
園
に
園
児
が
集
中
し

狭
さ
と
老
朽
化
で
建
て
替
え
が
必
要

だ
と
思
う
。そ
の
中
で
国
も
推
進
し
、

他
の
市
町
村
に
お
い
て
も
進
め
ら
れ

て
い
る
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る

こ
と
で
、０
歳
児
か
ら
18
歳
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
教
育
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
い
か
が
か
。

【
町
長
】保
育
園
や
就
学
前
教
育
・
子

育
て
に
つ
い
て
法
律
と
制
度
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。県
内
や
他
の
市
町
村
の

視
察
を
も
う
少
し
重
ね
、ど
う
い
っ
た

形
が
い
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
保
育
園
長
】認
定
こ
ど
も
園
に
は
幼

稚
園
型
と
保
育
園
型
と
あ
り
、こ
れ

か
ら
の
小
国
町
の
就
学
前
教
育
、保

育
園
の
在
り
方
と
し
て
は
、小
国
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
様
々
な
方
向
性

や
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

の
事
態
の
対
処
を
お
願
い
す
る
な
ど

意
見
を
聞
い
た
。そ
れ
を
踏
ま
え
町
長

と
協
議
し
、町
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
で

協
議
終
了
を
４
月
に
出
し
て
い
る
。

問
蔵
園
川
の
災
害
時
の
安
全
を
最
優

先
で
求
め
る
中
で
、事
業
者
か
ら
何

の
説
明
も
な
い
。こ
の
よ
う
な
状
況

で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、蔵
園
川

流
域
の
住
民
は
ど
こ
に
安
全
を
求
め

て
、誰
に
言
え
ば
い
い
の
か
を
問
う
。

【
政
策
課
長
】今
回
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

は
営
農
型
と
い
う
こ
と
で
農
地
法
関

係
の
部
分
で
県
の
許
可
で
あ
る
。町
と

し
て
は
事
業
者
と
環
境
協
定
を
結
ん

で
い
る
。そ
れ
を
担
保
に
工
事
中
の
安

全
や
大
水
が
出
た
と
き
の
対
処
を
協

定
の
中
で
謳
っ
て
い
る
。

問
地
域
住
民
の
同
意
な
く
な
ぜ
建
設

が
で
き
る
の
か
を
問
う
。

【
町
長
】集
落
か
ら
の
要
望
、相
談
が
正
式

に
は
上
が
っ
て
き
て
い
な
い
。現
時
点
で
は

許
可
関
係
が
下
り
て
お
り
、手
続
き
を
終

え
た
こ
と
で
事
業
体
が
進
め
て
い
る
。民

間
事
業
体
へ
要
望
や
心
配
事
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
伝
え
て
ほ
し
い
。そ
の
後
の
答

え
に
よ
っ
て
行
政
も
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
及
び
ま
ち
づ
く
り
条
例
案

に
関
す
る
検
証
につい
て
時
松
　
唯
一

認
定
こ
ど
も
園

松
本
　
明
雄

宮原保育園
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■ 7月25日（水）の議員勉強会終了後に小国町森林保全センターで、平成30年第１回ゆうス
テーション周辺整備特別委員会が開催され、今回は、多目的モデルハウスの設置位置の変
更についての審議が行われました。

平成30年 第1回 ゆうステーション周辺整備特別委員会 平成30年7月25日

　　

■  9月18日（火）の全員協議会終了後に小国町隣保館で、平成30年第4回議会活性化推進特別
委員会が開催され、議会議員政治倫理条例案の一部修正についての審議が行われました。

平成30年 第4回 議会活性化推進特別委員会

　　

■ 9月5日（水）午前10時から小国町隣保館で、平成30年第4回全員協議会が開催されまし
た。執行部から9月議会に提案予定の条例や補正予算についての報告があり質疑が交わ
されました。

全員協議会 平成30年9月5日

平成30年9月18日
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　　議員研修　北海道【八雲町、松前町、江差町】
■ 小国町議会は9月25日から27日までの3日間、北海道内の八雲町、松前町、江差町で八雲

町議会基本条例をはじめ、コミュニティバスの運行や観光のまちづくりの取り組みについ
て研修を実施しました。

日本遺産認定に伴う観光のまちづくり　江差町
■ 江差町は、北前船貿易によりもたらされた江差追分などの伝統芸能や生活文化が数多く

伝承されている町で、ニシン漁で繁栄した街並みを平成16年に「いにしえ街道」として整
備し、「歴史を活かすまちづくり事業」を展開してきたと聞きました。

　 　更に平成29年4月に「日本遺産」の認定を受
け、国の補助により観光スポットの整備や普及
啓発と観光客受け入れ態勢の整備を行ってい
ます。今後は、「人口の少ない町を日本遺産で盛
り上げていきたい」と話されていました。

　 　また、実際に「いにしえ街道」の一部などを
見学しました。街並みを紹介するために新たに
取り入れたバーチャルリアリティーを活用した
観光体験の説明を受けました。

議会活性化の取り組み　八雲町
■   「開かれた議会」、「わかりやすい議会」を確立さ

せるとともに議会機能の強化と活性化を図る
ため、議会改革調査特別委員会を設置し、32
回にわたり議論を重ね、平成25年に「議会基
本条例」を制定されたと聞きました。

　 　また、新たに「自由討議の導入」や「インター
ネット配信」、「議会報告会」、「一般会議の開
催」など、町民への説明責任を果たすための取
り組みを始めたことも聞きました。

コミュニティバス運行の取り組み　松前町
■ 松前町は、平成20年から公共交通の在り方に

ついて議論を続け、平成23年度に総務省の過
疎対策事業により地域生活バス「大漁くんバ
ス」の試験運行やアンケート調査を実施し、平
成26年より本格運行を開始しています。

　 　運賃をどこまで乗っても100円としたこと
もあり、平成29年度は目標値の6万人を超え
る利用者となり、住民の大切な足となっている
と聞きました。
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■ 7月25日（水）午後1時30分から小国
町森林保全センターで議員勉強会を
開催しました。執行部から①ＳＤＧｓ未
来都市計画及びモデル事業について
の報告、②地熱開発の現状についての
報告があり意見交換を行いました。

■ 9月5日（水）午後2時から小国町隣保
館で議員勉強会が開催されました。

　 　今回は議員定数について意見交換
を行いました。

議員勉強会

 
 
 
 
 
 

特色ある地域資源（地熱と森林）を活かした持続可能なまちづくり 

＜小国町の課題＞ 
地域資源の利活用 

（地熱・森林資源等の有効活用） 

＜小国町の課題＞ 
交流人口の拡大、 

地域内コミュニティの維持 

●町が主体となって計画する地熱資源の有効活用 
●地熱資源の多様な活用（熱供給システム構築など） 
●森林資源の有効活用及び高付加価値化 

環境 

経済 社会 
●公正で適正な地域資源活用 
●地域主体で運営する交通システムの構築 
●教育環境の整備、環境教育・交流の充実 
 

＜小国町の課題＞ 
町内が一体となった 
低炭素行動の実現 

●木質バイオマスボイラー設備導入、 
   未利用資源を活用した発電推進 
●低炭素型森林経営のさらなる推進 
●コミュニティ活動によるエコ推進 

地熱資源 
公正 

エネルギー 

森林資源 

交通・福祉 

市民参加 
低炭素 

• 地熱と森林という、他地域にない特色ある地域資源を活かし、町が主体となって地熱資源・森林資源のさらなる有
効活用に取り組みます。また、それらの研究や実験、地域と事業者などの連携のための交流拠点を整備します。 

• これらの取組みにより、地域資源が生み出す収益や環境効果を地域に還元して、公共交通や福祉・教育の充実
などの財源とするとともに、地域主体の産業創出などにもつなげ、持続可能なまちづくりの基盤とします。 

教育 

外貨（町外のお金）の獲得、収益確保 

コミュニティの活性化、町外からの来訪者の増加 

域外流出コスト（町外へのお金）の抑制 

再エネ利用による低炭素化、森林整備の促進 

低炭素化行動の促進 産業創出等による 
若年人口流出の抑制、移住促進 

エネルギー研究と交流の拠点づくり 
（モデル事業） 

SDGｓ未来都市計画

　　

■ 10月4日（木）午後1時30分から嘉島町の嘉島町民会館で県
内の町村議会議員の研修会が開催されました。

　 　研修では、「地方創生とまちづくり～地域経済の好循環をつ
くる～」と題して株式会社いろどり代表取締役社長の横石知
二氏の講演がありました。

熊本県町村議会議員研修会 平成30年10月4日

　　

■ 10月19日（金）午前10時20分から南小国町役場の「きよらホー
ル」で郡内の市町村議会議員合同の研修会が開催されました。

　 　研修では、「アベノミクス、改憲、参院選　
3選安部政権の課題と展望」と題して政治
ジャーナリストの泉　宏氏の講演がありま
した。

　 　また、午後からは南小国町山村広場でグ
ラウンドゴルフ大会も開催されました。

阿蘇市町村議会議員研修会 平成30年10月19日

講師の泉氏

講師の横石氏

阿蘇市町村議会議員研修会


